
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 
 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 4 
 

       1 

5 6 7 8 9 10 11 
 

2 3 4 5 6 7 8 

12 13 14 15 16 17 18 
 

9 10 11 12 13 14 15 

19 20 21 22 23 24 25 
 

16 17 18 19 20 21 22 

26 27 28 29 30 31  
 

23/30 24/31 25 26 27 28 29 

※毎週火曜日は休館日です。 

※開館時間 

 10:00～20:00 

 

 

   

『サラバ! 』(上) 

西 加奈子/著 小学館 

       F913.6ニシ 

『火花』 

又吉 直樹/著 文藝春秋 

        F913.6マタ 

『フランス人は 

10着しか服を持たない』 

ジェニファー・L.スコット/著 大和書房 

                K590.4ス 

1 位(361) 

2 位(322) 

3 位(321) 

 長崎市立図書館の上半期予約本ランキング(2015年 1 月 5 日～5 月 31日)を発表します。 

今年の上半期 1 位は、第 152 回直木賞を受賞し、本屋大賞第 2 位に輝くという史上初の快挙となった、西加奈子さんの『サ

ラバ!』上巻。下巻も 11 位にランクインしています。そして 2 位はお笑い芸人・又吉直樹さんの処女作『火花』。驚くこと

に 5月に発売されたばかりの東野圭吾さんの『ラプラスの魔女』も 6 位に入り込み、著者の人気の高さがうかがえます。 

人気の高い本は、数ヵ月お待たせすることもあります。予約した本を待つ楽しみもありますが、何気なく棚を眺めている

と、運命の本に出会えるかもしれません。新しい本との出会いを長崎市立図書館で探してみてはいかがでしょうか。 

長崎市立図書館 上半期予約本ランキング 

4位(292) 

『悲嘆の門』(上) 宮部 みゆき/著 毎日新聞社 

5位(260) 

『鹿の王』(上) 上橋 菜穂子/著 KADOKAWA 

6位(239) 

『ラプラスの魔女』 東野 圭吾/著 KADOKAWA 

7位(216) 

『絶唱』 湊 かなえ/著 新潮社 

8位(164) 

『村上海賊の娘』(下) 和田 竜/著 新潮社 

9位(146) 

『満願』 米澤 穂信/著 新潮社 

10位(139) 

『九年前の祈り』 小野 正嗣/著 講談社 

※( )内の数字は予約累計件数です 



  
 

 

 

 

マナーアップ・キャンペーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

NBCアナウンス部・長崎市立図書館共催イベント 
 

 

 

 

 

 

被爆 70年 平和文学朗読キャラバン 親子朗読会 

 

 

 

 

 

 

 

「鎮魂歌×朗読＝平和 おんがく と ろうどく で ねがう」を開催しました 

 

 

 

 

 

 

長崎市立図書館では、市民のみなさまの財産である資料を大切に利用していただくため、また図書館での利用マナー

を守っていただくことを喚起するために「マナーアップ・キャンペーン」を毎年実施しています。 

今年も、館内でのマナーに関する掲示や汚破損本の展示をはじめ、修理ボランティアの方々の様子をパネルで紹介し

ています。さらに、6 月 21 日・27 日には「本のお医者さん」を実施し、実際に本を修理する様子をご覧いただきまし

た。 

ページが破れたり、外れたりした場合などは専用の道具を使ってなおしますが、ページの切り取りや書き込み、飲み

物などをこぼしてできたカビやシミなどは、元の状態に戻すことができません。多くの方に利用していただくためにも、

本の取り扱いについてみなさまのご協力をよろしくお願いいたします。全ての方に気持ち良く図書館をご利用いただけ

るよう職員一同、今後とも努力を続けて参ります。 

 

 

～ 6月 17日(水)から7月 13日(月)まで ～ 

長崎放送株式会社(ＮＢＣ)アナウンス部による平和文学の朗読会は、毎年県内各地の学校や施設で行われています。

10 年目を迎える今年は、長崎市立図書館で 6月 21日に開催され、永井隆著『この子を残して』や被爆俳人・松尾あつ

ゆき著『原爆句抄』など、8 冊の文学作品が朗読されました。6人のアナウンサーの肉声にピアニスト・重松壮一郎氏

による即興の音楽が加わり、スクリーンには『原爆句抄』の挿画を手がけた小﨑侃(かん)氏の版画なども映し出されま

した。70 年前の戦争当時の様子が蘇り、会場は涙で包まれました。 

当日は、原爆や平和に関する本の展示も行い、多くの方が本を手に取り、中には、朗読された作品に興味をもって借

りていく中学生の姿もありました。声と音楽と映像が重なり合った、普段と異なる読書体験を通して、 

より心が揺さぶられ、平和を考える一つのきっかけとなったのではないでしょうか。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎月 2 名の図書館員がテーマにそっておすすめの本を紹介します  

ふわふわのホットケーキ、摘みたての野イチゴ、湯気のたつスープ・・・。私はよく、物語に出てくる美味し

そうな食べものに憧憬します。いったいどんな味なのだろうと想像を膨らませながら、その食事の描写に心躍ら

せるのです。 

そんな物語に出てくる料理をレシピにした『食べ物語る BUNDANレシピ』は、本好きにも料理好きにもおすす

めしたい１冊。夏目漱石や芥川龍之介など、日本の文豪たちの作品から 34の料理を再現しています。もしかした

ら、憧れのあの料理を自分で作れるようになるかもしれません。 

また、『ひと皿の小説案内』は写真集としても楽しめる 1冊。『赤毛のアン』やカフカの『変身』、『白鯨』『ロリ

ータ』などの名作に出てくる食卓が、美しくおいしそうに再現されています。この本の端書で、作者は「読むこ

とと食べることはもともと相性がいい。共通点が多いのです。」と語ります。「どちらも心地がいいし、栄養を

得られるし、健康や体力を回復させてくれる。」 

この 2冊の本が、あなたの生活をいつもとは違った味わいにしてくれますように。      (司書 井上 彩) 

 

物語の食卓 

 

「食べる」を考える 

 皆さんはいつもどのような食事をとっていますか？その材料や食べ方について疑問や不思議に感じたことはあ

りませんか？ これからご紹介するのは「食」に向き合って書かれた 3冊の本。読むと普段の食事がちょっと違っ

て見えてくるかもしれません。 

『食べもの記』は、世界中の色鮮やかな食事の写真と解説が載った本です。お米ひとつとってみてもこんなに

調理法や食べ方があるのか！という驚きがあります。その土地の歴史や文化的背景に思いをめぐらすと非常に面

白く、食を通して世界の広さを感じることができます。 

 一方、『日本人はなにを食べてきたか』では、日本人の食文化のルーツを探ることができます。元をたどってみ

れば外国から入ってきたものも多い日本の食文化。それがどのような道のりを経て「日本らしい」に変わってい

ったのかを垣間見ることができます。 

『いのちをいただく』では、「食肉加工センター」で働く人々を描きます。普段私たちが何気なく手に取ってい

るスーパーのパックされたお肉や調理され食卓に並ぶお肉が、元は生きていた動物であったことに改めて気づか

せてくれる１冊です。 

図書館には、レシピ以外にも食にまつわる本がたくさんあります。興味をもたれた方は、ぜひ手に取ってみて

ください。                                     (司書 松田 優子) 

 

『食べ物語る BUNDANレシピ』 

 

BUNDAN COFFEE&BEER/著 

主婦の友社 

K596.0タ 

『ひと皿の小説案内  
主人公たちが食べた 50の食事』 

 

ディナ・フリード/著 

マール社 

902.3フ 

今月のテーマは 

『食べもの記』 
 
森枝 卓士/著  
福音館書店   
383.8モ（2階大型） 

『日本人は何を 
食べてきたのか』 

 
永山 久夫/監修  
青春出版社 
383.8ニ 

『いのちをいただく』 
 
内田 美智子/文  
諸江 和美/絵 
西日本新聞社  
児童 648ウ 

http://honto.jp/lb.html?prdid=26556211&srt=1
http://honto.jp/lb.html?prdid=03122432&srt=1
http://honto.jp/lb.html?prdid=26477027&srt=1
http://honto.jp/lb.html?prdid=02004146&srt=1
http://honto.jp/lb.html?prdid=02280573&srt=1


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 タイトル 著者名 出版社 予約数 順位 タイトル 著者名 出版社 予約数

1 火花 又吉 直樹 文藝春秋 329 6 マスカレード・イブ 東野 圭吾 集英社 207

2 フランス人は10着しか服を持たない ジェニファー・L.スコット 大和書房 324 7 満願 米澤 穂信 新潮社 202

3 ラプラスの魔女 東野 圭吾 KADOKAWA 303 8 悲嘆の門(上) 宮部 みゆき 毎日新聞社 194

4 サラバ!(上) 西 加奈子 小学館 272 9 銀翼のイカロス 池井戸 潤 ダイヤモンド社 181

5 鹿の王(上) 上橋 菜穂子 KADOKAWA 270 10 アイネクライネナハトムジーク 伊坂 幸太郎 幻冬舎 147
 

 

 

  

・登録された日以降の誕生日から 3 年 2ヵ月後に期限が切れます。期限が切れた貸出券も、 

更新手続きをすれば引き続きご利用いただけます。 

・有効期限の 6ヵ月前から、貸出時に発行するレシートに有効期限を記載いたします。 

また、有効期限の 2ヵ月前から、カウンターで更新のご案内をいたします。 

・更新手続きは誕生日から有効期限までの 2ヵ月間に行ってください。 

・更新手続きには申請書の記入と、住所・生年月日が確認できるもの(免許証や保険証など)の提示を 

お願いいたします。(小学生以下の方は申請書の記入のみ) 

・旧貸出券も新しい図書貸出券への切り替えを行ってください。 

※有効期限が切れた図書貸出券は利用停止となり、貸出・予約ができなくなりますのでご注意ください。 

長崎市立図書館では、登録内容の確認のために 3年に一度更新手続きを行っています。 

毎月 1回月曜日、午後 6時 20分～午後 7時 

ＮＨＫ総合「そこが気になる」のコーナーで放送中! 

『チンチンでんしゃの 

はしるまち』 

横溝 英一/さく 福音館書店 

チ 68ヨ 

長崎の路面電車のしくみや長崎市内の町並み

が楽しめる 1冊です。読み終わる頃にはきっと、

チンチン電車でお出かけしたくなりますよ。 

『服を買うなら、捨てなさい』 

地曳 いく子/著 宝島社 

K589.2 ジ 

ワードロープは、偏ってていい。服をたくさん

持っているから幸せになれると思ったら大間

違い。少ない服で「あの人素敵!」と思わせる

極意を紹介した 1冊。 

毎月第 2金曜日、午後 2時、長崎シティＦＭ(81.3MHz) 

「ウィーパラライブラリー」で放送中! 

※予約が集中している本は数ヵ月お待たせすることがあります。予めご了承ください。 

 


